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自営用移動通信システムにおけるITU等の動向 4

 3GPP（3rd Generation Partnership Project）において、自営用移動通信システム関
連の機能の標準化が開始。

 現在標準化中にRelease15においても自営用移動通信システム関連の機能の高度
化が検討されている。
 グループ通信
 端末間通信
 基地局単独運用
 マルチキャスト など

■ ３GPPにおける動向

 近年、国際電気通信連合（ITU）においても、大規模災害が発生した場合の国際支

援への活用も視野に入れて、地域で調和のとれた自営用移動通信システムの周波

数帯（harmonized frequency range）を検討する旨がWRC-2000において採択された。

 2015年11月に開催されたWRC-15において、自営用移動通信システム等として、

LTE技術の採用を念頭に800MHz帯の周波数を調和のとれた周波数帯とした。

■国際電気通信連合における動向















自営用LTE移動局から携帯電話事業者移動局への干渉軽減（干渉パターン③）

• 自営用LTE移動局のスプリアスレベル

自営用LTE移動局（送信）と携帯電話事業者移動局（受信）との共用条件を満足するため、5MHz離隔の

スプリアスレベルを-50dBm/MHz以下とすることが適当。

• 自営用LTEシステムトラヒックに応じた管理

対象セルに接続する自営用LTE移動局数の増加やトラヒック量の増大により自営用LTE移動局から携帯

電話事業者移動局への干渉量が許容できなくなる恐れが生じる場合、セル半径の縮小、基地局の追加又

は移動局の送信電力分布を改善する措置を行うことが適当。

携帯電話事業者基地局から自営用LTE基地局への干渉軽減（干渉パターン④）

• 自営用LTE基地局設置時の個別干渉検討

携帯電話事業者基地局(送信)と自営用LTE基地局(受信)との共用条件を満足するため、自営用LTE

基地局の置局計画の際、事業者間協議により、個別に干渉検討を実施することが適当。

MCA陸上移動局から自営用LTE移動局への干渉軽減（干渉パターン⑤）
• MCA陸上移動局と自営用LTE移動局とのガードバンド検討

MCA陸上移動局(送信)と自営用LTE移動局(受信)との共用条件を満足するため、5MHzのガードバンド

が適当。ただし、MCAシステム周波数の帯域幅変更の移行期においては、個別に調整することが必要。

自営用LTEシステムの共用条件まとめ 11

共用検討の結果から、他の無線システムとの共用条件については以下のとおり。







委員会及び作業班における審議経過 14

▌平成29年10月5日（第39回陸上無線通信委員会）
• 「900MHz帯自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件」の検討開始について審議

▌平成30年○月○日（第○回陸上無線通信委員会）
• 「900MHz帯自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件」の報告

▌平成29年10月12日 （第1回作業班）
• 検討開始の背景、検討事項、調査の進め方
• 自営用移動通信システムの国際標準化動向及び国際動向

▌平成29年10月27日 （第2回作業班）
• 自営用移動通信システムの高度化に関する技術的条件の要求条件
• 自営用移動通信システムと他システムとの共用検討の考え方

▌平成29年11月14日 （第3回作業班）
• 自営用移動通信システムの技術的条件
• 自営用移動通信システムに関する測定法

▌平成29年12月5日 （第4回作業班）
• 高利得アンテナ移動局に関する共用検討

▌平成30年1月30日 （第5回作業班）
• 自営用移動通信システムの高度化に係る技術的条件案とりまとめ

■ 陸上無線通信委員会審議経過

■ 900MHz帯自営用無線システム高度化作業班会審議経過




